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１枚の写真から「初めて見る救急法」

「浮いて、待て！」。これは水の事故から自分のいのちを守るための合言葉です。

日本赤十字社では、水上安全法指導員が子どもたちなどに向けて着衣泳の指導を行っています。

夏休みは、海や川での水遊びの機会が増え、服を着たままの子どもたちが水難事故に遭いやすいとき。

着衣のまま水に浮く感覚を覚えることで、万が一溺れた際にも、落ち着いて体力を温存し助けを待つ方法を実践として学習できます。

水の事故を防ぎ、備え、子どもたちの安全のために続けている活動です。

（関連記事 p.4）
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親子が運ばれてくる。一歩踏み込んで、なぜこんな時間に小学生が事故に
遭うのかを確認していくと、親の都合で居酒屋などに連れ回され、飲酒運
転する大人の車に同乗させられて事故に遭っていたなんてことも。産婦人
科で特定妊婦※とされた人たちの背景を聞いていくと、子どもの頃に虐待
された経験を持っている人も多い。妊婦さんと接する医師や看護師が問題
点に気づけるかどうか、虐待CAPS委員会へ情報をあげて院内で連携で
きるかなど、医療現場の気づきと対応が非常に大切なのです」。
　また、医療ソーシャルワーカーの中井正江さんは「虐待する親が子ど
も時代に虐待を受けていたという虐待の連鎖を断ち切るため、妊婦期か
ら関わりを持ち、地域や行政の福祉サービスなどへつなげていくことで、
その人が安心して育児できるサポートが必要です」と述べました。
　前橋赤十字病院では、年間 400人ほどの妊婦のうち、3 割程度が特定
妊婦に指定されています。全国的に見てこの割合は高く、そこには同院
の虐待への取り組みの積極性が表れています。同院の挑戦はこれからも
続きますが、社会全体での意識向上が求められています。

被虐待児に寄り添って
最近、ニュースで取り上げられる児童虐待の事件は増加の一途に見えます。なぜ虐待事件は減らないのか、そもそも虐待をなくすこと
はできないのか。児童虐待への取り組みをチームで一丸となって行っている、前橋赤十字病院の小児科医師らに話を聞きました。

声を発せられない子どもを社会で救うために

「虐待の問題に苦しむ親子に対して一般の
人ができることは、心配だと感じたら児
童相談所などに通告することです。『様子
を見ましょう』という無策は、地域の行
うネグレクト（育児放棄）だと感じて欲
しいのです。しかし、機械的に通告を行い、
その後に知らんぷりを決め込んだり、通
告がレッテル貼りになってしまう図式は、
かえって親の孤立を深めることに。虐待
通告は子どもが安全安心な環境で過ごせ
ているかを確認し、心配な場合には公的
な支援を提供する機会になるもの。迷っ
たら通告し、温かく見守りましょう」

虐待CAPS委員会とは？

行政

児童相談所、家庭支援窓口、保健
所といった地域の関係機関が、そ
れぞれの特性に合った支援を行う。
虐待と判断したケースを病院側へ
結びつける場合もある。

ソーシャルワーカー
社会福祉の視点を持ち、患者本人と
の関係を構築しつつ、社会、行政に
結びつけ、医療だけでない幅広いサ
ポートの提供へとつなげる。院内外
と連携して患者や家族を支援する。

頭部外傷の際には脳外科・
眼科、骨折の際には整形
外科、熱傷の場合には形
成外科など、あらゆる科
が連携して議論を行う。

関連他科

委員長
前橋赤十字病院では、小児
科部長の松井医師が担当。
委員会運営の責任者として、
全体を統括する立場です。

副委員長
委員長の活動をサポートす
る立場として、前橋赤十字
病院では、医療社会事業課
長でもある医療ソーシャル
ワーカーの中井さんが担当。

産婦人科
特定妊婦など、ケアが必
要な妊婦さんを、定期検
診で病院を訪れる出産前
の段階から、見守ること
ができる。

救急科
緊急搬送などで運び
込まれた子どもの、
虐待による外傷など
の医学的診断を行う。

CAPS とは（Child Abuse Prevention System）の略で、児童虐待防
止組織を意味し、虐待の対応と予防の２つの役割を果たすための院内組織。
対応する複数の部門が、それぞれ専門的な視点で、虐待かどうか、通告する
かどうかなどを合議の上で判断し、病院としてのアクションを起こします。

溝
みぞぐちふみたけ

口史剛 医師
小児科　副部長

「子どもの環境を安全にすること、
家庭の中に危険がないかどうか
を、常に考えます。狭い意味の虐
待だけでなく、子育てに支援を要
する家庭も発見していくべき。特
にケガを繰り返している子は、危
険な状況が放置されている可能
性もある。患者と向き合う病院と
して、ケガを見るのは簡単ですが、
それに至るまでの背景にある広
範な問題に気づくことが大切。な
るべくケガをさせないように、繰
り返さないように、と考えるのが
当院の取り組みです」

松
ま つ い

井 敦
あつし

 医師

小児科　部長

前橋赤十字病院  小児科チーム

虐待する親に必要なのは“罰”ではなく支援

　2019年６月、群馬県中央児童相談所にて実施
された児童福祉司に任用される群馬県職員のため
の研修で、溝口医師によるレクチャーがありまし
た。児童福祉司とは、児童相談所に勤務し、さま
ざまな問題を抱える子どもの保護や支援、保護者

や学校からの相談にも応じるのが仕事です。
今後、児童福祉司として虐待案件に向き合う
ことになる受講者に対し、溝口医師は次のよ
うに呼び掛けました。
 「虐待を行う親の中で、自分の行為を認め、
支援の提供に謝意を示す人は３割しかいま
せん。残りの７割の、対応に困難を感じる
親の根っこをたどっていくと、不幸な生い
立ちが関係して SOSを出し難くなっている
ことが少なくありません。実際、虐待を行っ
た親が、自身も虐待を受けてきたサバイバー
であることはまれではないのです。小児科
の医師や児童福祉司は虐待を行う親に懲戒
的な感情を抱いてはなりません。「子どもに

愛情を注ぎ、育児を頑張れる」、こういう親に
なることができない困難さにこそ着目すべきで
す。それを認識しつつ、しかし、子どもの安全
に対しては決して妥協しないという信念を持っ
て、共に頑張りましょう」

　虐待の問題から親と子どもを救う、そんなミッションを胸に、前橋赤十
字病院では「虐待CAPS委員会」というチームを組んで、虐待の予防、発見、
再発防止に取り組んでいます。同院小児科の溝口史剛医師は全国から講演
の依頼が寄せられる児童虐待のエキスパート。虐待への対応として病院が
できることについてこう語ります。「児童の身体上の外傷から虐待かどう
かを断定することは、経験を積んだ医師でも難しい。家庭の中が安全かど
うかというのは、外部からは見えません。医療の現場では『子どもの安全』
に軸足を置いた対応をせざるを得ないのです。一方、児童虐待でいちば
ん死亡するケースが多いのが生後０日。ほとんどのケースは望まぬ妊娠な
ど、孤立して誰にも相談することができない問題を抱えている妊婦さんの
場合です。妊婦さんが検診などで来院さえしてくれれば、早い段階から向
き合い、支援について話し合うことができ、虐待は未然に防ぎうるのです」。
では、チームで取り組むのはなぜか、小児科の松井敦部長が答えてくれま
した。「虐待を暴力によるケガとだけ捉えれば狭いですが、子どもが病院
を受診するに至る問題は非常に広範囲です。救急外来に交通事故で夜中に

中
な か い ま さ え

井正江
医療ソーシャルワーカー

小児科
児童虐待の診断や対応の中
心を担っている。親子の軽
微な SOSも見落とさずに
子どもの診療に取り組む姿
勢が求められる。

※特定妊婦とは――妊娠中や出産後にサポートが必要と認められた妊婦のことで、厚生労働省のガイドラインにあるいずれかの条件に該当する人。具体的には、
経済的な自立が困難、望まない妊娠、妊婦検診を長期間受けていない人、家族や周囲のサポートが受けられない人、精神的疾患を持つ人などを指します。

■前橋赤十字病院の場合

■虐待のシグナルを見逃さない！
～レクチャーで解説される虐待事例～

溝口医師のレクチャーでは多くの虐待症例写真が紹介され
る。虐待対応は単なる傷・あざ探しではないが、少しでも
具体的に学ぶことで、その気づきの感度は高くなる。典型
的な虐待の傷として、左はベルトで”むち打ち” した痕（あ
と）。平行な直線状の外傷となる。右は火のついたたばこ
を押し付けた痕。偶発的についたやけどと異なり、真円の
クレーター状になる。

松井 敦 委員長

委員会運営の責任者として、委員会運営の責任者として、
全体を統括する立場です。全体を統括する立場です。全体を統括する立場です。

中井正江 副委員長

溝口医師から、未来の児童福祉司へメッセージ
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ざというときに命を救える、そのスキ
ルと勇気を持った人が増えることを

願っています。命を救うというと大げさに聞こ
えるかもしれません。また、医師でもないのに
そんなことは無理だと感じる方もいるかもしれ
ません。しかし、目の前で誰かが事故に遭った
り、急に倒れたりしたとき、命をつなぐことが
できるのはその時すぐ近くにいる人です。私も、
「一次救命処置」を学んでいて良かったと思う
場面が何度もありました。例えば８年前、車で
走行中に、バイク事故が起きたばかりの現場に
遭遇しました。そのバイクの運転手は 30代く
らいの男性。車を追い越そうとしてガードレー
ルに衝突し、事故の衝撃で地面にたたきつけら
れ、意識がありませんでした。現場にいた人々
は立ちすくんで動けず、歯科医師の方が救急車
を呼び、心配して寄り添っていました。このよ
うな場合、救急法では心臓と肺の動きを止めな
いように胸骨圧迫（心臓マッサージ）・気道確保・
人工呼吸、そしてAEDを行うことが一次救命
処置の最優先事項と学びます。私はすぐに手順
どおりに心肺蘇生を開始し、私に続いて処置に
加わった看護師の方と交代しながら胸骨圧迫を
続け、救急車を待ちました。こういったことは、
いつどこで、どのようなきっかけで起こるか分
からず、家族や大切な人の身にも起こるかもし
れません。救急車が来るまでの間に心肺蘇生や
AEDなどの救命処置を行えば、救命の可能性
は約2倍になるというデータがあります。いざ
というとき大切な人の命を守るために、一人で
も多くの人が“命を救う技術”を身につけ、当
たり前に実践される、そんな社会になることを
願って、ボランティアで指導員を続けています。

ールにポテトチップスの袋を投げ込む
と、子どもたちは歓声をあげて我先に

と手をのばし、袋をおなかにのせて上手に水に
浮かびます。ポテトチップスの袋が浮き袋にな
る。ペットボトルや、スーパーの袋、ランドセ
ルも。このように身近な物の浮力を借りながら、
姿勢のバランスをとり、できるだけ長く水に浮
き続けるためのテクニック「浮いて待て」は水
上安全法の指導内容の１つです。私は水上安全
法指導員として、10年間この指導を行ってい
ます。そして10年間、同じメッセージを講習
の最後に伝えています。「今日学んだことを生
かして、自分の命を守り、お友達や家族の命も
守ってください」。

十字の講習の１つである「水上安全法」
は、水の事故防止と、もしもの時の対

処法を学ぶ講習です。夏になると、プール指導
の一環として学校から指導要請があり、出張講
習を行います。子どもたちが自分の、そして周
囲の命を守る技術を学べる貴重な機会です。し
かし、指導員になりたての頃に残念に思ったの
は、プール指導は天候で中止になることが多い
こと。プールの中止はわずか１日のことでも、
子どもたちが水の事故から身を守る術を学ぶ機
会は、一生なくなるかもしれない。そこで、プー
ル指導ができなくても講習ができるプログラム
を企画しました。私は大学で幼児教育を学び、
保育園・幼稚園の先生をしていました。なので、
子どもが喜ぶゲームを考えたり、わかりやすい
絵を描くことが得意。その特技を生かして、大
きな紙にイラストを書き、ラミネート加工して
マグネットをつけた「パネル」を作り、水上安
全法を学べるクイズを考えました。このパネル
を使った講習は好評で、赤十字ボランティアの
仲間からも依頼され、幼児安全法でもパネルを
作成、佐賀県支部の他の指導員もこのパネルで
講習を行うようになりました。

“命を救う技術”があることを
多くの人に、伝えていきたい

「プールや水遊びは楽しい。私も水が大好きです。けれど、水は命を奪う怖いものにもなります。自分や周りの命を
守る、水との楽しい付き合い方ができたらいいな、と思って指導しています」（大渡さん）

大渡さんってどんな人？

プ

赤

no.003 日赤佐賀県支部　水上安全法・幼児安全法　指導員

大渡千恵さん

原香織さん

日赤佐賀県支部 
参事 兼 講習普及係長

　大渡さんは、アイデアとエネルギーにあふれ、「赤
十字は自分の居場所」と活動に取り組んでください
ます。私が信頼する講習指導員でもあります。赤十
字の講習は、技術だけでなく誰かを救うために行動
を起こす “勇気 ”も育てるものだと思いますが、彼
女は間違いなく技術も勇気も育てる指導員です。

  支部の講習担当

鈴木容子さん

日赤佐賀県支部　
奉仕団支部指導講師

　楽しくわかりやすい講習をするために、手作りの
資材など前準備を工夫する姿にいつも感心します。
講習だけでなく、災害時には防災ボランティアとし
て幅広く活躍されており、リーダーシップとメン
バーシップの両方を持ち合わせ、明るく元気で頼も
しい姿は、私たち指導員の自慢できる仲間です。

ボランティア仲間

松石健児さん

日赤佐賀県支部
水上安全法　指導員

　水上安全法の指導員を養成する講習は男性でも音
を上げるほどハード。その講習で知り合った時から
彼女のタフさに感心しています。世話好きで、彼女
がいるだけでその場が明るくなります。ライフセー
バーや救急救命士は命をあずける仲間をバディと呼
びますが、彼女は心から信頼できるバディです。

ボランティア仲間

●おおわたり・ちえ
佐賀女子短大 専攻科幼児教育専攻を
卒業後、保育士・幼稚園教諭、保育園
園長を経て、現在は放課後児童支援員
（市の嘱託）。学生時代に水泳部とスイ
ミングスクールのインストラクターも
経験したことから、幼稚園教諭時に水
上安全法講習の指導員に。赤十字防災
ボランティアリーダー。熊本地震で赤
十字ボランティアとして活動。

い

シリーズ「赤十字とわたし」では、赤十字に携わる人、赤十字に救われた人の「言葉」から、赤十字活動の本質を伝えます。（不定期掲載）concept
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日赤佐賀県支部　水上安全法・幼児安全法　指導員

大渡千恵さん TOPICS

期待と信頼に応えるために
　日本を含む 5カ国の提案によって誕生
した国際赤十字・赤新月社連盟は、今年、
100周年を迎えました。そして、同連盟に
加盟する赤十字社・赤新月社は、世界190
の国や地域に及んでいます。この広がりは、
病や貧困、災害や紛争などで苦しんでいる
人々を見過ごすことはできない、少しでも
手を差し伸べたい、という、人として誰も
が持つ自然な心情が、人種や文化や地域を
問わず、時代をも超えて、広い共感を呼ぶ
からであろうと思います。
　そして赤十字は、そうした人々の思いを
さらに広げ、連携の輪を作り、具体的な実
践活動につなげていこうとするものだと考
えています。
　日赤は一昨年、創立140年を迎えました。
この間には、何度も深刻な困難に直面しま
したが、諸先輩たちの揺るがぬ信念と献身
的な努力によってこれを乗り越え、今日に
至っています。この歴史と伝統は、何物に
も代え難い貴重な財産です。私たちには、

大塚義治新社長　就任のごあいさつ

おおつか・よしはる◎ 1947年生まれ。1970年東京大学法学部卒業、厚生省に入省。
同省官房長、保険局長などを経て、厚生労働事務次官。退官後、2005年４月から日本
赤十字社副社長、日本赤十字学園理事長兼務。

これをきちんと継承し、次の世代に引き継
いでいく責任があります。
　しかし同時に、現代社会は、激しい変動
の真っただ中にあります。人口構造の変化、
人や技術や情報などのグローバル化の進
展、激動する国際政治経済情勢、地球温暖
化など自然環境の変化……。その中で、多
様で新しい人道問題も次々に生まれてきて
います。
　私たちは、こうした変化に、柔軟に、的
確に対応していかなければなりません。そ
のために重要なことは、我々に求められて
いるのは何かという問題意識を常に持ち、
仲間たちと自由で開かれた活発な議論を交
わし、そのうえで、新しい課題に果敢に挑
戦していく姿勢であると考えています。
　私たちには、多くの仲間と、私たちの活
動に期待し、信頼してくれている多くの人々
がいます。そうした人々の期待と信頼に応
えるために、改めて、与えられた職務に全
力を尽くすことをお誓いしたいと思います。

　青少年赤十字（JRC）は、子どもたちが「いのちと健康の大切さ」を学び、自ら「地域社会や世界のための奉仕」が
できるようになり、かつ「世界の人々との友好親善の精神」が磨かれることを目的に、さまざまな活動を行ってい
ます。その中で、誰もがリーダーになり得ることを学ぶ体験プログラムが “ リーダーシップ・トレーニング・セ
ンター ” です。各 JRC加盟校から、代表して数人の生徒が参加。宿泊体験学習を通して全員がリーダーとして
の考えを持ち、「自分を生かすこと」を学び、JRCの態度目標である「気づき」「考え」「実行する」力を身につけます。
指導者は行動に関する指示や号令を出しません。参加者に自己管理を促し、先を見通した考えを持って注意深い
行動が取れるよう、参加者の意識を高める指導（自ら気づくための導き）をします。

vol.3 青少年リーダー育成のお仕事

他者を思いやる心を持った、青少年赤十字のリーダーを育てる
赤
あかいとおこ

井十子さん。

困っている人の役に立ちたい

40代のママ。 1年間のボラン

ティア経験を経て、日本赤十

字社の特命職員に！さまざ

まな活動をわかりやすく体験

リポートします。

山形県支部JRC・
リーダーシップ・
トレーニング・センター

研修中の連絡は掲示板に。

参加者は自ら情報を取りに

行き、考えて行動します。
三角きんを使った

応急手当てなどを学びます。

取材場所

さん。

チーム全員で協力

し合う心を育てま

す。誘導役は危険

を避けることを最

優先に、目隠しを

したメンバーに

「１＝前進」

「２＝止まれ」

「３＝右曲がる」

「４＝左曲がる」

のみ伝えます。
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献血運動推進全国大会、開催　～秋篠宮皇嗣妃殿下 紀子さまをお迎えして～

　７月11日、第55回献血運動推進全国大会が石
川県金沢市にて開催されました。日本赤十字社
名誉副総裁の秋篠宮皇嗣妃殿下ご臨席の下、全
国から約1500人の関係者が参加、献血功労者の
表彰などが行われました。　
　秋篠宮皇嗣妃殿下は、九州南部における大雨
災害の被災者へのお見舞いと哀悼の意を示され
てから、全国で献血運動に尽力する方たちへの
敬意を表され、献血協力者に対し深い感謝の意
を述べられました。そして若い世代の献血への
理解と積極的な参加が求められていることに触
れ、大会に先立ち視察した県学生献血推進委員
会の活発な活動について「熱心に取り組む姿に
接し、心強く思いました」とたたえられました。
　体験発表では白血病治療のため何度も輸血を
受けた和田真由美さんが「たくさんの“誰かを思
う気持ち”がプラスされて、患者に届いている」
と献血の意義を語り、協力を呼び掛けました。

石川県

AREA
NEWS
全国各地、あなたの生活のすぐそばで、
日本赤十字社の活動は行われています。

　6月20日に永平寺町で発生した繊維工場の火
災に際して、日赤福井県支部の永平寺町赤十字
奉仕団は、消火活動などにあたる消防団員や従
業員らのためにおにぎりを配布しました。火災
発生後、町役場が付近の住民に避難を呼びかけ
る中、16人の団員が「苦しんでいる人を救い
たい」という思いを胸に集結し、いち早く炊き
出しを行いました。

福井県

赤十字奉仕団が消防活動をサポート
工場火災で“おにぎり”を提供

「ドイツの募金が生かされていますね」
ドイツ赤十字社が福島の支援先を訪問
　７月４日、ドイツ赤十字社の社長らが川内村
を訪れ「なかよし館」などを訪問。同館はドイツ赤
の被災地支援（東日本大震災）により、川内村民の
避難先・郡山市に集会所として建設され、その後、
村民の帰村と共に川内村に移設されました。放
課後に同館を使う児童らから熱い歓迎を受けた
社長は「ドイツの募金が有効に活用されているこ
とを実感でき、喜びを感じた」と語りました。

福島県

日頃から取り組んでいる訓練を生かして300個のおにぎりを配布

ドイツ赤の社長(左から２人目)と川内村の遠藤雄幸村長（右）

　7月3日、日赤長野県支部の松川町赤十字奉
仕団が下伊那赤十字病院を訪問。入院患者のみ
なさんに手作りのラベンダーポプリを贈りまし
た。このポプリのラベンダーは、10年ほど前に
近隣の方から同院へ寄贈され、病院職員が苗を
増やしてきたもの。初夏の訪れとともに花盛り
となるラベンダーを奉仕団員が摘み取り、すぐ
に袋詰め。爽やかな癒やしの香りを届けました。

長野県

初夏の訪れを患者たちに届ける
手作りのラベンダーポプリ

たくさんの花を咲かせたラベンダーを奉仕団員が丁寧に摘み取った

　6月8日、日赤が運営する視覚障害者のための
福祉施設・神奈川県ライトセンターで「第10回
ライトセンター音楽祭」が開催されました。ス
テージに立ったのは音楽を愛する視覚障害者と
その仲間たち。チェロ、大正琴、ウクレレ、ピ
アノ、コーラスなど、バラエティに富んだ楽器
演奏と歌声はこの日のために磨き上げたもの。
会場は温かな思いと熱い音楽に満たされました。

神奈川県

音楽を愛する心が一つに
「ライトセンター音楽祭」を開催

大阪府北部地震から１年、日赤と
赤十字防災ボランティアに感謝状
　6月18日、茨木市から日赤大阪府支部に、茨
木市社会福祉協議会から赤十字防災ボランティ
アに、それぞれに感謝状が贈呈されました。大
阪府支部は発災直後の1週間で延べ60人の医療
救護員を派遣し、地元の保健師とともに避難所
アセスメントを実施。また、赤十字防災ボラン
ティアは延べ55人が27日間にわたり災害ボラ
ンティアセンターの運営を支援しました。

大阪府

（左）点字を読みながら熱唱（右）視覚障害者と晴眼者のウクレレ合奏

（左）市の担当者と府支部事務局長、（右）社会福祉協議会長と防災ボラ

ゆるキャラも奉仕団も力を合わせ
支部創立130周年記念イベント

京都府

　６月16日、イオンモールKYOTOにおいて、京
都府支部創立130周年記念イベントが開催され
ました。レスキューチェーン京都、ＲＣＹ京都
（青年赤十字奉仕団）、ＪＲＣ（青少年赤十字）高
校生メンバーなど多くのボランティアと協力し、
さまざまな赤十字体験コーナーを開設。献血推
進キャラクターけんけつちゃんやハートラちゃ
んも駆け付け、会場は大いににぎわいました。

E
エグザイル
XILE Ü

 ウ サ
SAさん監修のダンスで

心肺蘇生を若者に広めよう！

全国

　7月1日に、若者に人気の動画アプリTikTokが
日赤と「#BPM100※ DANCE PROJECT」をスター
ト。日赤職員から指導を受けたÜSAさんが心肺蘇
生の動きをダンスにし、動画アプリで配信しまし
た。心肺停止から１分ごとに生存率は７～ 10％
も低下するため、より早い心肺蘇生の開始が重要
です。ダンスによる啓発で心肺蘇生の認知率を
高め、一人でも多くの命を救える社会を目指します。

防災学習コーナーではJRCメンバーも「きけんはっけん！」 心肺蘇生のポーズで呼び掛けるÜSAさん（左から２人目）
※BPM100とは1分間に100回のリズムのこと

名誉副総裁から、各賞の受賞者に表彰状が授与された

夏にも起こる「心筋梗塞」、注意するポイント
file.58

「知ってて良かった！健康豆知識」は切り取って保存していただけます

日本赤十字社 浜松赤十字病院　副院長・循環器内科部長　俵原　敬 （たわらはら けい）

　冬に多い急性心筋梗塞。寒さで血管が収縮し血圧が
上昇すると危険が高まりますが、その心配がない夏でも、
注意すべき点があります。真夏特有の「急激な気温変化」
と「強い脱水」は、心臓に大きな負担となります。例えば、
高温の屋外からクーラーが効いた場所に移動したとき
に起こる、血管の収縮、血圧上昇。また急な気温変化
は、心肺の機能を安定させる自律神経も乱します。そ
れに加えて、日中にたくさん汗をかき、十分に水分補
給をしないまま夜も汗をかくと、脱水が進み、いわゆ
る血液どろどろ状態に。他の季節に比べ、夏は夜間の
心筋梗塞の発症が多いというデータがあります。昼間
に前述の不安要素が蓄積され、夜になって発症すると
いう可能性も否定できません。夏はこまめに水分補給し、

昼間も夜間も25～27度くらいの室温を保つことをおす
すめします。高齢者は暑さを感じにくいので、意識し
て室温を調整しましょう。
　急性心筋梗塞は「前兆」なく起こることもありますが、
発症前に体が黄色信号をつけて知らせることがありま
す。数分以上持続する胸の重苦しさや息苦しさ、肩や
背中の痛みなど、これらの症状がたびたび起こる場合は、
すぐに病院を受診しましょう。20分以上持続する場合、
急性心筋梗塞かもしれません。
　心筋梗塞は突然起こりますが、実は時間をかけて危
険因子が蓄積された上で発症します。禁煙や、油脂や
塩分を取り過ぎない食事、６時間以上睡眠をとる、適
度な運動など、毎日の心がけが大切です。

〒 434-8533 静岡県浜松市浜北区小林 1088-1　TEL：053-401-1111

【発症】夏は夜間の発症が多い。
とくに暑さで脱水していると危険

【前兆】突然の胸の痛み
や違和感のほか、左肩・
背中・奥歯などの痛み、
多量の冷や汗が出るこ
とも

　東京2020オリンピック・パラリンピック大会を１年
後に控えるいま、ボランティアの意義や、やりがい
について改めて考えるきっかけとなるよう、1964年
に開催された東京パラリンピックの際に結成された
通訳奉仕団（のちの赤十字語学奉仕団）の奉仕活動を
紹介する展示を日赤本社で開催します。
ぜひお立ち寄りください。

企画展「レガシーから学ぶ～
東京1964大会とボランティア」

【期　間】令和元年８月1日（木）～30日（金）
　　　　 10時～17時（最終入館：16時30分） ※平日開催
【場　所】赤十字情報プラザ 日本赤十字社本社 1階
             （東京都港区芝大門 1-1-3）　
【入　場】無料

東京2020 応援プログラム

　令和元年６月28日、全国社会福祉協議会会議
室（新霞が関ビル）において令和元年度１回目の
理事会が開催されました。審議結果は下記のと
おりです。

記
　１　第94回代議員会に付議する事項について
　　　（役員の選出、平成30年度事業報告および
　　　収支決算の承認）
　審議の結果、いずれも原案のとおり議決され
ました。
　また、「日本赤十字社　長期ビジョン」並びに
日本赤十字社の災害救護活動および関係機関と
の協働について報告しました。

理事会開催報告

　令和元年６月27日、本社において令和元年度
第３回の常任理事会が開催されました。
　１　理事会および第94回代議員会に付議する
　　　事項について
　　　（役員の選出、平成30年度事業報告および
　　　収支決算の承認）
　審議の結果、理事会および第94回代議員会に
付議する事項については、いずれも原案のとお
り了承されました。

常任理事会開催報告

　令和元年６月28日、新霞が関ビル「全社協･灘
尾ホール」において開催した第94回代議員会の
審議結果は下記のとおりです。

令和元年８月１日　日本赤十字社
記

　第１号議案　役員の選出について
　　　　　　　社長および副社長１名が次のとおり
　　　　　　　　選出されました。
　　　　　　　社　長　大塚 義治
　　　　　　　副社長　富田 博樹
　第２号議案　平成30年度事業報告および収支
　　　　　　　決算の承認について
　原案のとおり議決されました。

代議員会審議結果公告

　令和元年７月26日、東京プリンスホテルにお
いて令和元年度第４回の常任理事会が開催され
ました。
　１　高知赤十字病院の不動産の処分について
審議の結果、不動産の処分については原案のと
おり議決されました。
　また、赤十字病院グループが直面する地域医療
構想について、日本赤十字社における流行時の感
染症対応について、予算の補正にかかる社長専決事
項等の決定状況について、それぞれ報告しました。

常任理事会開催報告

希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・FAX・メール
でご応募ください。
①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）　
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢　
⑤赤十字NEWSを手にされた場所
　（例／献血ルーム）
⑥８月号で良かった記事、興味深かった記事はどれですか？　　   　　
　（いくつでも）
　Ａ．表紙 Ｂ．被虐待児に寄り添って
　Ｃ．赤十字とわたし Ｄ．新社長あいさつ
　Ｅ．ワクワク赤十字体験！ Ｆ．エリアニュース
　Ｇ．健康豆知識 Ｈ．プレゼント
　Ｉ．ワールドニュース Ｊ．１枚の写真から
⑦赤十字NEWSのご感想、扱ってほしいテーマ、
　その他Voice（読者の声）への投稿もお待ちしています。

【応募先】郵送／〒 105-8521 東京都港区芝大門 1-1-3  　日本赤十字社 広報室  　赤十字 NEWS 8月号プレゼント係　　
メール／ koho@jrc.or.jp（件名「赤十字 NEWS 8月号プレゼント係」）　FAX ／ 03-6679-0785  8月30日（金）必着　
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます

ハートラちゃんの
ボールペンとメモ帳のセット

サラサラと書き心
地のよいボールペ
ンと、日赤職員に
ふんしたハートラ
ちゃんのかわいい
メモ帳をセットで
プレゼントします。

5名さまに

日赤の９事業をイメージ
したハートラちゃん！
日赤の９事業をイメージ
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必要な 50カ国での批准にはいまだ届いてい
ないのが実情です。今回のフォーラムは、核
兵器廃絶の実現に向けて、未来を担う次世代
に被爆者たちの体験を継承していく、という
大切な役割を果たしました。最終日のプログ
ラムを終えたユースメンバーたちは核兵器廃
絶を誓う声明をまとめ上げ、SNSを活用す
るキャンペーンなど若い世代ならではの施策
を提案。「フォーラムで得た教訓を母国へ帰っ
ていかに広めていくか、そして問題意識を持
ち続け、行動を起こしていくかが大事」と口々
に語りながら帰国の途につきました。
　赤十字は今後も全世界の赤十字・赤新月社
共通の目標として核兵器廃絶を掲げ、次世代
への継承に取り組んでいきます。

　日本赤十字社主催の「核兵器廃絶に向けた
ユースアクションフォーラム」が、7月 1日～
3日にかけて広島市内で開催。日本を含む世界
12カ国から赤十字ユースボランティアが参加
しました。このフォーラムは、原爆被害の実態
や核兵器の恐ろしさについて、被爆国である日
本から世界に向けて発信するだけでなく、参加
したユースが自分事として行動するきっかけを
作るという大きな意義が込められています。
　今回集まった 19～ 30歳のユースメンバー
は、原爆ドームなどを訪れて核の脅威を自身の
目で再確認。中でも彼らの胸に深く刻まれたの
は、被爆者たちの証言の数々でした。当時、赤
十字の看護学生だった竹島直枝さん（91歳）は、
爆心地から約1.5kmにあった旧広島赤十字病院
の寮で被爆。建物の下敷きになって足を引きず
りながら、被爆直後から救護活動にあたりまし
た。病院に掲げられた赤十字の旗は人々の“希

核兵器廃絶実現のため、
世界の赤十字ユースボランティアが広島へ

望の印”となったものの、竹島さんは「皮膚が
垂れ下がるほどのやけどなのに、油を塗った
ガーゼで傷口を押さえる程度の手当てしかでき
なかった」と、当時の苦しい胸の内と被爆直後
の悲惨な状況を語りました。
　こうした貴重な体験談に心を揺さぶられた
ユースメンバーたちは、活発なディスカッショ
ンを展開。「広島で学んだことを自国の平和に
もつなげていきたい」（内戦が長く続く南スー
ダンのメンバー）、「同じような境遇の者として
共感し、勇気をもらった」（家族が核実験によ
る被爆者となったマーシャル諸島のメンバー）、
「核の被害は生涯にわたって続くことを知った」
（核保有国であるフランスのメンバー）など、
それぞれの立場で核兵器の恐怖に対する考えを
深めていきました。

　今年、核兵器禁止条約が国連で採択されて
から 2年を迎えましたが、同条約の発効に

核兵器廃絶に向けた
ユースアクションフォーラム

広島原爆ドームを訪れたユースの一行。平和記念公園では献花も行った

核兵器禁止条約の採択から2年、そして国際赤十字・赤新月社連盟創立100周年の今年、
世界 12 カ国の若者が集結し、核兵器廃絶について議論を交わしました。

足を引きずりながら救護活動
ユースの胸を打つ被爆者の証言

17歳で被爆した竹島直枝さん（右）は強い使命感で戦争の記憶を語り継ぐ

日本

未来の主役となる若者たちが
核兵器廃絶に向けて団結

「初めて見る救急法」避難民のボランティア研修
　バングラデシュ南部避難民のキャンプでは、3カ月に 1回、日赤
スタッフが地域ボランティアに向けて保健などに関する研修を開催。
研修は、避難民の自助・共助のスキルアップを目的として、日常生活
の中で起こりやすいケガの手当てや救急法（応急手当て）、手洗いを
はじめとする衛生講習、栄養状態の見極め方などを学び、学んだこと
を地域で広める方法を考える内容となっています。この研修に参加し
たボランティアは各世帯を巡回訪問し、保健の知識を広めていきます。
現地の人たち自身の力を高めていく「レジリエンス（回復力）支援」
もまた、救援物資などの支援と同じように大切なこと。日赤は、現地
で暮らす一人ひとりに寄り添った中長期的な支援を今日も続けていま
す。

ボランティアもほとんどが避難民。研修内容は、救急法やこころのケアなど多岐にわたる　　
※国際赤十字では、政治的・民族的背景および避難されている方々の多様性に配慮し、「ロヒンギャ」という表現をしないこととしています。

p i c t u r e  t e l l s  s t o r i e s
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